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１．はじめに
政治、経済、文化におけるグローバリゼーションの流れの中で、この20年あまり、日本
の英語科教育はひときわ注目され、様々な場で議論の的になってきた。多くの人が国内外
で英語圏の人々と接触し、英語は特別なものではなくなったという現実がある一方で、中
学、高校、大学と10年も学んでいるのに使える英語が身につかないのはどうしたことか、
という批判が絶えない。昨今の学習指導要領を繙いてみても、英語科教育に対する世間の
批判を身に染みて感じ、どうにかしてコミュニケーション能力を育てようと、工夫を重ね
ている様子がうかがえる。しかしそうした努力の甲斐もなく、生徒たちにとって、英語の
勉強はますます新鮮味の無いものとなっているようである。
それはなぜだろうか。生徒たちが英語学習に対する興味を失っているのは、英語や英語
文化が今やありふれたものになってしまったからなのだろうか。確かに若者たちの周囲に
は英語文化についての情報が氾濫しているが、その多くはコマーシャリズムを中心とした
ものであり、彼らと話してみると、文化についての一般的な知識はかつてよりもむしろ乏
しくなっていることが実感される。本当に必要な情報、知識が得られているのかどうか、
疑問である。また、AＬTや学校ボランティアによる協力、小学校での英語教育など、学
習環境を改善する取り組みも行われてはいるが、それによって、多くの生徒たちのコミュ
ニケーションへの意欲が増しているわけでもなさそうである。
英語はコミュニケーションの道具であるというあたりまえの事実に立ち返ってみれば、
それを身につける場として、学校での教科教育はあまり適切ではないのかもしれない。コ
ミュニケーションを求めるのは人間生活の土台であり、そこには当然コミュニケーション
の主体が存在する。それも無しに、そして英語が話せなければ日常生活に不自由するとい
う制約も無しに、コミュニケーション能力を身に着けさせようとすることは、至難の業と
言わねばなるまい。
とはいえ日常生活の条件を変えることはできないし、そんなことは教育的に無意味な議
論である。だとすれば、現在の英語科教育が留意すべきは、コミュニケーションの主体を
育てることではないだろうか。本稿はそのような視点に立って現在の英語科教育の現状を
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検証し、さらなる改善の余地を考察してみた。
２．2008年度版学習指導要領における「英語」の改訂の意味
2008年３月に改訂された中学校学習指導要領外国語「英語」は、前回の指導要領（1998
年12月改定）と、その内容を大きく違えた。英語のみならず、1981年以来の「ゆとり教育」
の流れに一旦終止符が打たれ、縮小傾向にあった学習内容や学習時間が増加の傾向を見せ
たのだが、英語科の学習内容の充実ぶりはとりわけ顕著であった。年間授業時間数は105
時間から140時間へ、中学校三年間に学ぶ単語数は900語から1200語へと、時間数、内容と
もに３分の４倍に増量されたのである。
英語科教育の指導のあり方にも大きな変化があり、それは「外国語」の「目標」の文言の
変化から読み取ることができる。
外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度の育成を図り、聞くことや話すことなどの実践的コミュニケーション能力
の基礎を養う。（1998年度版中学校学習指導要領　第２章各学科　第九節外国語）
外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度の育成を図り、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニ
ケーション能力の基礎を養う。（2008年度版中学校学習指導要領　第２章各学科　第九
節外国語）
新指導要領では改訂前の指導の眼目であった「実践的」という言葉が削除され、「聞く」
「話す」だけになっていた能力の養成の項目に、「読む」「書く」が再度加わった。「聞くこ
と、話すこと」を過度に重視した指導を改めたといえる。また、改訂前の「２　内容」の
項目で「理解の段階にとどめること」と指示されていたいくつかの文法事項については、
そのような但し書きが削られ、学習内容として定着させることが求められている。
「外国語教育の充実」という方針のもとに、高等学校においても単語数が1300語から
1800語に増加しているが、中学英語での単語数が増加しているので、今まで高校で学習し
ていた新出単語のうち15～20％が中学段階で学習済みということになる。全体として、中
高あわせて単語数は2200語から3000語へと大幅に増加することになる。また、高等学校の
英語では必修の単位数は変化していないものの、全日制の高校では授業時間数を30単位時
間数を超えてもよいとしたため、英語の授業時間数は減ることはないが、増やすことを奨
励されていると考えてよい。
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以上のように、2008年度版学習指導要領における中・高の「外国語　英語」の改訂は、
まずはゆとり教育からの揺り戻しととらえることができるが、中学校英語の内容を見ると、
指導の方針そのものの変化をも含んでいたことがわかる。それは、基礎の定着よりも、コ
ミュニケーションへの体当たり的、積極的姿勢を重視したオーラル中心、タスク中心の指
導から、文法、語彙力の補強を盛り込んだ、より充実した教育への転換であった。このよ
うな変遷は、実は、近年の外国語教授法の流れの中心ともいえるcommunicative lan-
guage teaching（CLT）と、それに対する補足や批判に重ね合わせることができる。
19世紀のヨーロッパで、すでに死語であったラテン語の教授法としての文法訳読法と、
それに対する反発として登場した、コミュニケーションを目的とした直接教授法という二
つの流れは、互いのアンチ・テーゼというかたちで、現代の英語科教育にまで、形を変え
て影響を及ぼしている。直説法の流れを汲み、コミュニケーションを第一の目的とする
CLTは、情意フィルターなどに留意した学習者中心の、また学習者同士の相互的なコミュ
ニケーションを重視した教授法である。「第二言語の発達において最も重要なのは学習者
の目的言語への接触である」としたKrashen のインプット仮説も、CLTの特徴である。
授業では、原則として語学のテキストは使用せずに、目標言語を使って作業課題を解決さ
せたり（task-based instruction）、目標言語を使って他の教科を学習させる（content-
based instruction）といった方法をとる。いずれも目標言語は使用するものの、その言語
についての学習はしない。文法などの言語構造は、その言語の使用を重ねることによって、
自然に身につくという考え方である。
CLTは、1960年代の構造言語学や行動心理学の影響を受けたオーディオリンガル教授法
に対する反発として登場した。オーディオリンガル教授法は、言語のformを重視してい
たという点で、文法訳読法と共通しており、pattern practiceやmim-memのような言語の
型を重視する指導法を生み出したが、このような方法では実際のコミュニケーションのた
めの力は身に付かなかったからである。文法だけではコミュニケーションの能力は身につ
かないということが確認された。従って、CLTでは学習の初期の段階から、たとえたどた
どしくはあっても目標言語でコミュニケーションをとるよう促す。それに対して、オーデ
ィオリンガルのように言語のformに注目して目標言語を習得させる教授法では、文の構
造や音、語彙等に習熟させ、それによって最終的にコミュニケーション能力を獲得するこ
とを目指している。
しかし、CLTにおける言語構造の教育の軽視は、後に外国語教員に文法学習の重要性を
再認識させることになった。CLTの長所は認められているものの、要所要所で言語構造に
ついての解説をし、学習者にそれらを定着させることによって、CLTの学習効果がさらに
増大することが知られている。今回の指導要領の改訂における指導方法の変遷も、まさに、
このような教授法をめぐる歴史的な流れをなぞるものといえないだろうか。CLTに欠けて
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いた文法の指導が後に補われることになったのと同様、やみくもに実践に走り、文法や語
彙の定着を忘れた前回の学習指導要領の不足面が、今回の改訂によって補われた形である。
３．「使える英語」教育の追求
英語を母語とする人びとは約４億人、第二言語として使用している人びとが同程度おり、
さらにその両者と同じくらいの数の人びとが英語を使うことができるとされている。また、
英語を使える人は世界に総計15億人以上いるとも言われる。コミュニケーションのツール
として、世界のさまざまな場所でさまざまな英語が使われているという現状を鑑みた1998
年度版学習指導要領の「実践的コミュニケーション」の考えでは、話されるのが必ずしも
正しい英語である必要はなく、何はともあれ通じればよいということになる。このような
考えは、グローバリゼーションの現実の中で、より多くの日本人が英語を使わねばならな
い状況にさらされることになったという現状を、反映してもいる。
そのような状況下で、どうにかして「英語が使える日本人」を育成すべく、2011年度か
ら小学校５、６年生を対象に、年間35時間の外国語活動が必修化されるようになった。早
期英語教育の導入には、いわゆる「臨界期」からあまり遠ざからないうちに、少しでも英
語に対するセンスを磨いておくべきだという考えもあった。小学校における外国語活動の
「目標」は以下のように記されている。
外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら，
コミュニケーション能力の素地を養う。（「小学校学習指導要領　第４章外国語活動」）
小学校における音声を中心とした新しい取り組みは、今回の中学校英語の拡充と結びつい
たものではあるが、高校受験を控えた中学校英語のようにペーパーテストによって評価す
るのではなく、児童の成長過程に合わせて、コミュニケーションを図ろうとする態度を育
成しようとするものである。小学校５年次の活動においても６年次の活動においても、
「友達とのかかわりを大切に」した、「体験的なコミュニケーション活動」となるよう配慮
されており、CLTに近いアプローチがとられているといえる。
早期英語教育が実現される中、英語科教育の総仕上げの場である大学においては、大学
生の必修科目である一般英語の内容が、ここ10年ほどで様変わりした。それは「大学を出
ているのに簡単な英会話もできない」「大学の授業に出ても英語は上達しない」という批
判に対する一種のあがきであったともいえる。一方で、産業界のグローバリゼーションが
進み、2010年には楽天やユニクロが英語を社内語とすることを宣言した。それについて多
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くの異論、反論があったものの、いまや日本の若者たちにとって、英語が使えるというこ
とが、希望通りの職に就くための条件ととらえられていることは、否定できない。また就
職以外の面でも、大学卒業者はある程度の英語力を身につけていることが望まれている。
そのような要請を背景に、多くの私立大学ではTOEICで高得点を取ることが英語学習の
目標に据えられ、一般英語の授業はそのための受験講座と化した感がある。授業のほかに
E-learningでの個人学習を課している私大も多い。これらの学習では、記号の選択、○×
式の読解問題、どこかで見たような構文の間違い探しといった学習が延々と繰り返される。
「使える英語」を身につけるための努力が新しいタイプの受験英語学習に過ぎず、少しも
communicativeでないのは、皮肉としか言いようがない。
このような局面に注目すると、少なくとも大学のそのような英語教育は、「使える英語」
という言葉に踊らされた、中身のないものと言わざるを得ない。「使える英語」とは就職
に使えるということなのだろうか。このような、本末転倒ともいえる英語教育を変革しよ
うという意味合いもあるのか、CLTのcontent-based instructionそのままに、大学の授業
を英語で行うという取り組みも始まっている。しかし、日本の大学教育においてそこまで
英語を使わねばならないとなったら、逆にそのことが新たな論議を呼ぶことになるのでは
ないか。
４．英語科教育に対する学生・生徒の反応
中学校英語を中心とした英語科教育は、1998年、2008年の二度にわたる学習指導要領の
修正を経て、より豊かな方向へ向かっていると考えてよいのだろうか。実用的な側面が強
化され、削られていた学習時間や内容が回復されて、よりバランスの取れた豊かな学習と
なることが期待される。しかしここまで来て気にかかることがある。小学校での外国語活
動に始まり、一貫して積極的にコミュニケーションを図ることが促されているにもかかわ
らず、コミュニケーションをする主体としての姿が、今一つ見えないのである。そういっ
た面での内容の貧弱さが、大学での英語教育の理念のなさに引き継がれてしまっているの
ではないだろうか。子供のうちはALTの先生の魅力やゲームの面白さにひかれ、屈託な
く英語の世界を楽しむことができるかもしれない。しかし思春期を過ぎて成長していくに
つれ、コミュニケーションの内容や質が問題となる。コミュニケーションの主体として、
未知の広がりを持った世界を求めるようになる。そのような知的好奇心に応え得る英語科
教育でない限り、学生・生徒はつまらないと感じるのではないか。
ベネッセが2006年に行った第４回学習基本調査報告書・国内調査（中学生版）からは、
中学生にとって、英語があまり面白くない科目であることがうかがい知れる。この調査は
それまでに1990年（2,544名）、1996年（2,755名）、2001年（2,503名）の三回行われており、
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第４回の調査は2006年６月から７月にかけて、全国３地域［大都市（東京23区内）、地方
都市（四国の県庁所在地）、郡部（東北地方）］の中学２年生2,371名を対象に実施された。
質問項目の一つとして好きな科目をたずねたところ、「英語が好き」と答えた中学生は第
１回の調査では38.1％、第２回43.3％、第３回42.8％、第４回39.4％となっている。今回の
調査結果について、以下のような解説が付されている。
「英語」については、第１回の38.1％から第２回の43.3％へといったん増加したもの
の、今回は39.4％と、微減している。
今回、「英語」は全教科のうち、「好き」の回答比率がもっとも低い。逆に、「嫌い」
（「とても嫌い」＋「まあ嫌い」の％）の回答比率は全教科の中でもっとも高い。ここで
は図表は省略するが、「英語」に対して、「嫌い」と回答した比率は30.5％となっている。
「英語」を教科として学びはじめるのは中学１年生からではあるが、現在、小学校段階
でも、「総合的な学習の時間」などで、何らかのかたちで英語と接触する子どもが多く
なっている。たとえば小学校での英語学習の経験をうまく中学校での学習につなげる工
夫をすることで、「英語」を「嫌い」とする回答がもう少し減少する可能性も考えられ
るのではないだろうか。（『Benesse 教育開発研究センター』ホームページより）
アンケートに答えた生徒たちにとって、英語科教育は中学校から開始されたわけだから、
ほかの科目よりも学習歴は浅い。むしろ新鮮味があるはずなのに、ほかの科目よりも嫌わ
れているとはどうしたことだろう。生徒たちが現在、学習時間、内容ともに増量された新
学習指導要領での英語科教育にどう反応しているのか気になるところだが、以上の結果に
も、英語科教育の内容に対する物足りなさが反映されているのではないだろうか。そして
それは新学習指導要領において、果たして改善されているのか。
言葉は人間にとって重要な武器である。意味のないコミュニケーションなどあり得ない。
興味の湧かない内容についてコミュニケーションを促されても力は伸びない。そして主体
のないコミュニケーションも成立しえない。そんなコミュニケーション教育を受けていた
ら、英語のみならず母語の言語能力さえ落ちてしまいかねない。英語科教育全体が、もう
一度教材を見直す必要があるのではないか。やさしい英語を使っていても、意味のある内
容でなければならない。
この問題は、英語科教育における「教養主義」の問題と無縁ではない。日本の英語科教
育の歴史を繙いてみると、よく知られた「教養主義」と「実用主義」の二つの流れがあり、
これら二つの傾向を背景として、英語科教育のあり方が時代とともに様々に論じられてき
た。前回と今回の二度の学習指導要領の改定を経て、結果的に古い「教養主義」の弊害が
一掃され、現代に通用する「実用」に取って代わられたように見える。「国際社会」や
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「国際化」などという言葉が、もはや日常生活の中で意味を持たなくなった時代に、いわ
ゆる「教養」など語る価値も認められなくなったということかもしれない。「教養主義」
はもはや死語なのだろうか。筆者が問題にしたいのは、過去の時代そのままの「教養主義」
ではなく、現代の英語を学ぶ人間としての「教養主義」である。
英語教育における「教養主義」とは、古くは明治期の、外国語を通じた西洋文化の吸収
から帰結した訳読式の学習を意味し、そのため、西洋諸国との国際関係の動向によって、
国粋主義的な立場の人びとから英語科の廃止が叫ばれたこともあった。戦後教育では「教
養」は、高度経済成長期をはさんだ受験競争の時代の、受験英語の小難しい読解というマ
イナスイメージとして象徴されていた。そのような「教養」が、新世紀を迎え、役割を終
えた過去の遺物として、英語科教育の中から一掃されたわけである。では英語科教育には
もはや、「教養」を論じる余地はないのだろうか。
振り返ってみると、良くも悪くも「教養」とは、英語を学ぶ日本人としての姿勢そのも
のだったのではないかと思われる。では、現代の「教養」はどのように示されるのだろう
か。「教養主義」一辺倒の教育に対して投げかけられたのと同様の厳しい批判が、「教養」
をすっかり置き去りにしたかに見える実用主義的な英語科教育に対して、いずれ起こるで
あろうことは想像に難くない。しかも時代はますますグローバル化し、ネットやツイッタ
ー等の普及によって、英語がもはや単なるコミュニケーションのツールではなく、世界の
幅を広げるための道具となった現在、道具の使い方に習熟しておく必要がある。グローバ
ル化という現実をどうとらえ、自らどのようにそれに関わってゆくのかによって、世界語
としての英語に対する姿勢が決まるのではないだろうか。つまり、英語をどう使うかによ
って、人それぞれ、様々な世界の光景が目の前に広がってくることになるだろう。そして
これが、現代の英語科教育全体に求められる「教養」なのではないだろうか。
５．コミュニケーションの主体を構築する読解力
果たして生徒たち、学生たちにとって、英語とは「実用英語」一辺倒で学ぶべき、一面
的なものでしかあり得ないのだろうか。実用的な能力をつけながら、実用にとどまらない
言語としてのさまざまな豊かさを経験し、それを成長の糧とすることはできないのだろう
か。そのためには、主体のはっきりしない、通り一遍の「コミュニケーション」の真似事
にとどまるのではなく、英語で伝えたい事柄を持ち、それを伝える、という経験を積むこ
とが重要であるように思う。では何をどう伝えたら、本当に意味のあるコミュニケーショ
ンになるかということが問題となるが、それがわからない限り、コミュニケーションへの
意欲を育てる教育は不可能であろう。今後はそのような教材の開発が必要である。
そして、コミュニケーションの主体を育てるためのもう一つの方法は、読解力をつける
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ことである。この読解力とは、単なる英文解釈の能力ではない。言葉を通して状況や現実
の多層的な意味を把握する力、自分自身を取り巻いているものとは異なる環境や、そこに
生きる他者について理解する力である。それは、読むことを通じてコミュニケーションの
主体に遭遇する経験である。自分がコミュニケーションの主体となるために、別の主体の
存在を確認する作業である。このような意味での読解力をつける方法として、本稿では、
communicativeな形式で書かれた短編小説を、高等学校英語の教材として用いることを検
討してみたい。実用英語のテキストではなくあえて小説を選んだのは、文学こそは、書き
手が伝えたい事柄を持ち、それを伝えるという作業だからだ。しかもそれは、極めて複雑
で高度なコミュニケーションとしてやり取りされる。
教材として使用するのはアメリカの20世紀後半の小説家、Raymond Carver（1938-
1988）の短編小説、“Everything Stuck to Him”である。カーヴァーは1970年代、80年
代を通じて短編小説家として活躍し、ミニマリズムの旗手として知られた人物である。彼
は高校を卒業後、若くして結婚するが、様々な職を経験しながら大学で創作を学び、1971
年に短編小説“Fat”が認められて、作家としてのスタートを切った。しかし職業作家と
しての成功を収めることは難しく、その後も生活苦やアルコール中毒、離婚、結婚などと
いった人生の苦労を経験する。カーヴァーはそのような人生の一こまを短編小説にしてい
るのだが、作中に登場するのは特に魅力的な人物や並外れた人物ではなく、作者自身を髣
髴させるような、様々な欠点や間の悪さ、弱さを持つ、ごく普通の人である。歴史の流れ
の中で見ると、公民権運動やケネディ政権下の60年代の熱狂の後、ベトナム戦争やオイ
ル・ショックでいささか翳りの射したアメリカ社会に暮らす人々の、人生の喜怒哀楽を描
いているといえよう。
“Everything Stuck to Him”は、短編小説集What We Talk About When We Talk
About Love（1981）に収録されており、カーヴァーの他の作品と同様口語体で、短い簡
潔な文体で書かれている。この作品の教材としての適性を評価する一つのポイントは、物
語の内容である。作品は、父親と20歳の娘とが、ミラノで異国でのクリスマスを祝ってい
る場目から始まる。父親は成長した娘にせがまれて、20年前、娘がまだ生後３か月の赤ん
坊だったころの出来事を語って聞かせる。作品の大半は父親の語りによる昔話、つまり彼
と、娘の母親である妻との、若いころのある日の出来事についての語りから成っている。
20年前、娘がまだ赤ん坊だったころ、彼とその妻は18歳と17歳の、赤ん坊を抱えた若い夫
婦であった。若いながらも歯科医の診療所の階下の部屋に住みこんで、診療所や庭の管理
をしながら自立して生活していた。
彼はある日、昔の知人から猟に誘われ、翌朝早く出かける準備をして床に就く。しかし
赤ん坊の泣き声に何度も目を覚まされ、ろくに眠ることもできない。妻と交代で赤ん坊の
面倒を見るものの、ついにいらいらして妻と娘をののしってしまう。夫婦喧嘩をし、すっ
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かり気まずくなって夜が明け、一旦は猟に出るつもりで車に乗るが、結局取りやめて妻と
仲直りをするという、ハッピーエンドの物語である。しかし話の最後に落ちがついており、
仲直りして作った朝食をシロップごとこぼしてしまい、下着にそれがべっとりとついてし
まう。カーヴァーはその状況を“everything stuck to him”と表現し、若い父親にとっ
ての幸福ではあるけれど重く、鬱陶しくもある人生を描いて見せる。
この物語は、若くして結婚したカーヴァー自身の経験に基づくものと思われるが、読者
となる高校生にとっては、時代は違うが同年齢の若者たちが経験した事柄として読むこと
ができる。登場人物の二人の若者たちは、社会人として、親として生きており、普通の高
校生のように、自分たちの行動を大人から褒められたり評価されたりすることもない。し
かし、彼らは時には限りない幸福を味わい、また時には責任の重さに息切れしそうになり
ながら、人生の重さを感じて生きている。良くも悪くも自分の人生と向き合って生きる同
年代の若者の物語は、高校生としてそれを読む生徒たちに、主体的に自分自身と向き合う
きっかけを与えることにもなるのではないだろうか。
教材としてのもう一つのポイントは、作品の構成にある。この小説は先に述べたように、
父親が娘に昔話を語るという構成になっているが、以下に示す冒頭部分に見られるように、
小説の枠組みとなる二人のやり取りそのものを含む作品全体が、語り手の一人語りのよう
に表現されている。思い出話を語る父親とそれを聞いている娘の物語を、小説の語り手が
語るという構成である。
She’s in Milan for Christmas and wants to know what it was like when she
was kid.
Tell me, she says.  Tell me what it was like when I was a kid.
She sips Strega, waits, eyes him closely.
She is a cool, slim, attractive girl, a survivor from top to bottom.
That was long time ago.  That was twenty years ago. He says.
You can remember, she says.  Go on.
What do you want to hear? he says.  What else can I tell you?  I could tell
you about something that happened when you were a baby.  It involves you, he
says.  But only in a minor way.  
Tell me, she says.  But first fix us another so you won’t have to stop in the
middle.
He comes back from the kitchen with drinks, settles into his chair, begins.
（Carver 304）
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以上の文章を読むに当たって、学習者には、ただ単語や文法を理解するだけでなく、作
品の構造を把握し、地の文とせりふを区別し、場面を想像し、二人のやり取りの背景とな
っている人間関係を考えながら読み進むことが求められる。Milanという英語読みの地名
や、Stregaという特産物も、新しい知識であろう。一行間を空けて、父の昔話が始まる。
They were kids themselves, but they were crazy in love, this eighteen-year-old
boy and this seventeen-year-old girl when they married.  Not all that long after-
wards they had a daughter.  
The baby came along in late November during a cold spell that just happened
to coincide with the peak of the waterfowl season.  The boy loved to hunt, you
see.  That’s part of it.  
The boy and girl, husband and wife, father and mother, they lived in a little
apartment under a dentist’s office.  Each night they cleaned the dentist’s place
upstairs in exchange for rent and utilities.  In summer they were expected to
maintain the lawn and the flowers.  In winter the boy shoveled snow and spread
rock salt on the walks.  Are you still with me?  Are you getting the picture?
I am, she says. （304）
思い出話が始まると、場面はがらりと変わる。ミラノやストレーガといったイタリアの
風物に代わって、“a cold spell”、“waterfowl season”と表現される寒い地方の生活や文
化が登場する。そしてまた学習者は、“They were kids themselves”、“ The boy and
girl, husband and wife, father and mother”といった言葉の裏にある、語り手の心情を
理解しなければならない。“The boy loved to hunt, you see.  That’s part of it.”とい
った、思い出話とは別次元のせりふや、“Are you still with me?  Are you getting the
picture?”と、それに対する“ I am, she says.” をそこまでの文章から区別する作業も
必要である。思い出話は説明書きのように一直線には進まず、記憶の引き出しを開けなが
らあちこちに寄り道をする。それらはあらすじとは直接関係ないものの、主人公たちの別
の面を知ることのできる情報であったり、全体の流れの伏線であったりする。そのような
表現を通じて、学習者は、作者がなぜそんな記述をしたのか、書かれている言葉にどんな
意味があるのかを考え、物語についての理解を深めることができる。
この作品はありふれた日常生活を描いているため、冒頭のミラノでの場面での親が子供
を見る視線のように、それぞれの学習者が子の立場から経験しているであろう、日常的な
感覚を思い起こさせる表現もある。思い出話の中では、赤ん坊の世話をする場面に、親と
しての不思議な感慨が表現されている。
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After dinner he turned up the furnace and helped her bathe the baby.  He
marveled again at the infant who had half his features and half the girl’s.  He
powdered the tiny body.  He powdered between fingers and toes. （304）
二人は協力し合って子育てをしているのだが、父親である少年が大好きな猟に誘われたこ
とによって、そのバランスが崩れて行く。早朝の猟を楽しみにして床に就いたにもかかわ
らず、その晩赤ん坊は夜泣きを繰り返し、四度も彼の眠りを破る。ここでは同じような場
面が繰り返し描かれ、学習者は夜泣きの場面をいくつかの異なった表現で読むことができ
る。その際には、出来事の流れを把握するとともに、それぞれの場面における微妙な違い
を読み分けて行かなければならない。
少年は、猟を楽しみにするあまり、赤ん坊を心配している妻に対する気遣いを忘れてし
まう。猟に行くことをあきらめるなど、彼にはどうしても納得できないのだ。
What are you doing? the girl said.  
Going hunting, the boy said.
I don’t think you should, she said.  I don’t want to be left alone with her like
this.
Carl’s planning on me going, the boy said.  We’ve planned it.  
I don’t care about what you and Carl planned, she said.  And I don’t care
about Carl, either.  I don’t even know Carl. （307）
少年は妻から、父親として、夫としての決断を迫られる。
The boy laced up his boots.  He put on his shirt, his sweater, his coat.  The
kettle whistled on the stove in the kitchen.  
You’re going to have to choose, the girl said.  If you want a family, you’re
going to have to choose.
What do you mean? the boy said.
You heard what I said, the girl said.  If you want a family, you’re going to
have to choose.  
They stared at each other.  Then the boy took up his hunting gear and went
outside.  He started the car.  He went around to the car window and, making a
job of it, scraped away the ice.
He turned off the motor and sat awhile.  And then he got out and went back
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inside.
（308）
一旦妻を振り切って猟に行くことに決めたものの、彼は途中でやめて家の中に戻る。上の
引用では彼の一連の動作を外側から描写しているだけで、その決断の内面には触れていな
い。学習者は、どこで少年が気持ちを変えたのか、読み取らなければならない。
しばらくして少女が目を覚ますと、二人は仲直りする。少女はベーコンとワッフルの朝
食を作るが、彼は誤って自分の膝の上にその皿をひっくり返してしまう。
She took the bacon out of the pan and made waffle batter.  He sat at the table
and watched her move around the kitchen.  
She put a plate in front of him with bacon, a waffle.  He spread butter and
poured syrup.  But when he started to cut, he turned the plate into his lap.
I don’t believe it, he said, jumping up from the table.  
If you could see yourself, the girl said.
The boy looked down at himself, at everything stuck to his underwear. （308-
309）
思い出話が終わると場面はまたミラノの夜に戻り、父親が思い出の余韻にふけっていると
ころで小説は終わる。
“Everything Stuck to Him”には、学習者である高校生と同年代の登場人物の葛藤や
成長、人生におけるたたかいが描かれており、読後には人間的なつながりの温かさを実感
することができる。しかし、最後のミラノの場面では、思い出はもはや思い出に過ぎない
という苦い現実感も表現されており、単なるハッピーエンドの物語とも異なる。また、誰
もが経験するような、極めて日常的な些細な出来事を書いているのだが、主人公たちの生
活を良いとも悪いとも評価しえないという点で、単純な読み物に終わらず、文学作品とし
ての深い味わいを備えている。
この教材を文法学習という観点からみると、全編が極めて平易な英語で書かれており、
動詞helpや知覚動詞の用法、その他の基本的な文法構造を、読みながらわかりやすい形で
反復練習することができる。しかもそれらの文章が会話体で出てくることが多いので、例
文として学ぶ際にも、言葉にリズムがあり生き生きとしている。語彙や表現を増やすとい
う点では、日常的な動作やそれに伴う様々な日用品の名称が登場するため、身の回りの出
来事や日常的な行為についての表現が自然に身につくようになっている。
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６．おわりに
使える英語、実用英語の教育が多くの人々に求められているにもかかわらず、学習者に
あまり興味を持たれないのは、その先に目指すものが見えないからではないだろうか。大
人たちが考える英語科教育は、英語が使える、英語ができるということ自体を自己目的化
しており、その先の展望が欠けているように思う。たとえ英語ができるようになれば将来
有利であるとわかっていても、成長過程にある若者たちは、何よりも人間として成長し、
広い目で世界を見ることに好奇心や期待を抱いている。英語がコミュニケーションである
ならば、なおのこと、成長過程と結びついたものでなければ彼らにとって意味がないのだ。
成長過程にある人々がわくわくして取り組めるようなコミュニケーションを、英語科教育
は見出さなければならない。
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